
第４２６号           書窓           令和７年６月２７日 
  

- 1 - 

 

書 窓 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵本は誰向けの本？ 

皆さんは、絵本は誰向けの本と聞かれたらどう答えますか。多くの方が「子ども向けの本で
す」と答えるのではないでしょうか。誰もが、絵本を読んだり、読んでもらったり、もしくは、

子どもに読み聞かせたりと、様々な経験があることと思います。書窓においても、これまで
度々、著名な絵本作家の紹介（書窓第 398号・第 407号）や江戸時代の絵本『草双紙』（書窓
第 402号）など、絵本にまつわるテーマを紹介してきました。 

今回の書窓では、絵本がいつごろから子ども向けの本といわれるようなったのかを紹介し
ます。実際、全国の図書館や書店においても絵本は、児童書コーナーの一角に配置されている
ように、絵本は「子どものための本」と認識されています。もちろん、絵本の中には大人が楽
しむことのできる絵本作品がたくさんあります。それでもやはり現代において多くの人が、
絵本は「子どものための本」と考えているのも事実です。 
先日、図書室に松本猛著「絵本とは何か 起源から表現の可能性まで」を配架しました。手

に取られた方はいるでしょうか。本著では、半世紀にわたって絵本の文化的価値を唱えつづ
けてきた著者が、国内外の数多くの絵本作品を取り上げながら絵本の歴史をたどり、多様な
絵本の表現技法やスタイルを分かりやすく解説する１冊です。 

さて本著によると、絵と文章が一体化した本である絵本の起源は、古代エジプト王朝とさ
れており、以来３５００年にも及ぶ長い歴史があるとされています。そのほとんどにあたる
３４００年余りの期間は基本的に大人のためのものと認識されてきました。長きにわたり大
人のものと認識され続けてきた絵本は、いつごろから子ども向けの本と認識されたのでしょ
うか。 
絵本が子どものためと認識されるようになったのは２０世紀に入ってからのことです。 
そのきっかけとなったのが、１９００年にスウェーデンの教育者が発表した１冊の本でし

た。その本の中で、教育を通して子どもの権利は保障され、生来の資質と個性は開発されなけ
ればならないと述べています。この本の発表により、子どもの権利や個性を重んじた新しい
教育観は、世界の国々に大きな影響を与え、児童教育の普及につながりました。その中で、幼
児に知識や言葉を教えるために、絵本のスタイルは最適なツールとなり得
たのです。例えば、コップの絵が描かれた横に「コップ」という言葉があ
ったとします。子どもは、コップと画像の文字が一致し、コップの概念が

認識できるようになります。つまり、絵本は２０世紀に入ってから幼児教
育・児童教育の普及とともに爆発的に発展していくのです。 
さて、今回の書窓では、絵本が子ども向けと認識されるきっかけとなっ

たのが２０世紀初頭であることを紹介しました。しかし、当然のことなが
ら、２０世紀以降の現代につながる絵本の歴史はまだまだあります。今回、
取り上げました本著では、さらに詳細が記されていますので、ぜひ、手に
取って、絵本にまつわるエピソードを自身で探してみてはいかがでしょう
か。 

図 書 室 だ よ り 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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